
（資料 １）

被表彰病院（５病院）の概要

被 表 彰 病 院 名 等 地 域 医 療 へ の 貢 献 等

岩手県立磐井病院 ・ 救急医療では、両磐圏域における二次救急医療の大部分を担っている。
いわ て けんりついわ い びよういん

岩手県 ・ 附属診療所として、岩手県立花泉地域診療センターを運営しており、他の

県立病院に定期的に応援医師を派遣。

一般 305床 結核 10床 ・ 高度医療として、がん診療及び周産期医療に取り組んでおり、地域の中核

計 315床 的な病院として役割を担っている。

日本海総合病院 ・ 山形県庄内地域の基幹病院として、高度専門・救急医療に積極的に取り
に ほんかいそうごうびよういん

地方独立行政法人 組んでいる。

山形県・酒田市病院機構 ・ 救急医療においては、より症状の重い患者に救命救急センター医師が対

応できるよう、酒田地区医師会の協力を得て、平日夜間救急外来を実施。

一般 642床 感染症 4床 ・ へき地医療への取組として、平成24年度から離島にある酒田市飛島診療

計 646床 所への医師派遣を実施。

船橋市立医療センター ・ 救急医療においては、受入要請時に処置ベッドの都合での理由で断るこ
ふなばし し りつ い りよう

千葉県船橋市 とのないよう、断らない救急を実施。

・ 他の医療機関との連携においては、連携医制度の運営として優先予約診

一般 449床 療の実施、ＭＲＩ等の高度医療機器の共同利用等を実施。

計 449床 ・ 救命救急センターの設置や地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点

病院として地域医療に貢献。

美濃市立美濃病院 ・ 救急医療においては、全受け入れを方針とし、管内救急車両搬送者の多
み の し りつ み の びよういん

岐阜県美濃市 くを受け入れている。

・ CT・MRI・内視鏡の共同利用を推進するなど、市内唯一の病院として各診

一般 122床 療機関との連携に努めている。

計 122床 ・ へき地医療においては、訪問診療や訪問看護ステーションの設置により、

通院困難患者や在宅療養を支援。

豊橋市民病院 ・ 東三河地域唯一の救命救急センターとして、ドクターヘリや防災ヘリで搬
とよはし し みんびよういん

愛知県豊橋市 送される重症患者の受入も含めてあらゆる救急患者に24時間体制で対応。

・ 院内に病診連携室を開設の後、地域連携登録医制度を開始して、医師・

一般 780床 結核 10床 歯科医師に専門領域等の情報を登録するなど、地元の医療機関との連携

感染症 10床 強化を図っている。

計 800床 ・ へき地医療拠点病院の指定を受け、主に東三河北部医療圏の医療体制

維持に協力しており、へき地医療支援機構から依頼を受け医師を派遣。

※ いずれの病院とも、累積欠損金がなく、過去５カ年以上経常利益を計上している病院です。


